





























































































































































































研究を一歩も二歩も進める労作である。表２から著者は、①牛馬供犠は全国的分布であること   ②
700年を経て牛馬が穢れたものだから供犠とされるという「穢れ観」に変っていることなど、貴重
162
な見解がいくつも示されている。本書は全編がそうであるが、特に本節では、人の捨てて一顧だに
しない、一見、瑣末な資料にも新しい光源から照射しこれに卓抜な解釈を加え、供犠研究の隘路を
打開している。豁然と目の前が開ける思いを抱くのは、一人二人ではあるまい。
終章は「総括と展望─人身御供・人柱と首狩り」となっている。第一節「日本における動物供犠の
変遷と意義」では、中国・朝鮮半島・日本の動物供犠のまとめとなっている。第二節「供犠の理論
をめぐって」では、広く世界に目を転じ、文化人類学の錚々たる大家の主要な理論の紹介・解説が
なされている。第三節「人身御供・人柱と首狩りが語るもの」では、神への祈願の最大の捧げもの
は、人間の生命である。世界各地の人身御供の伝承は、誰でもよく知っている。日本にも果たして
そのようなことがあったのか。著者は民俗学における議論を辿り、各地に残っている多くの伝承等
などからも、長い歴史過程では農耕や戦争のために人身御供や人柱がありえたであろうとしてい
る。この問題についての、柳田国男の揺れ動く姿が興味深い。
さて、長くなったが、以上が本編の内容である。恐らく著者は筆を運びながら、目の前に立ちは
だかる峻厳な山並みに、何度も崩れ折れたに違いない。しかし著者の真摯な研究態度は、いくつも
の峻厳な山並みを登攀し、ついにこれまで誰もなし得なかった日本の動物供犠の全容を、東アジア
の視点を取り込んで相対化した。この視点は、次の段階で日本の動物供犠を野獣と家畜に分ける作
業に繋がり、そこからさらに三類型の整理へと進む。そして時系列で、日本の動物供犠の全体像を
見通していく。日本の動物供犠の全容が、立体的かつ体系的に見えてくる構図である。
いくつか疑問点を提示したい。天武４年の殺生禁断令は、以後の動物供犠の強大な禁圧の先蹤と
なった。鎮護国家の柱とされた仏教の殺生戒が古代国家の国是であったならば、なぜ、すべての生
類の殺生を禁じなかったのか。「牛・馬・鳥類・犬」、後に「猿」が加えられるが、なぜこの五種な
のか。稲作農耕の保護と、これらの動物との関係はどのようなものか。さらにこのなかで馬と猿が
肥大し、著者もこのことを問題にしている。近世・近代の民俗で正月の春駒、歌舞伎の三番叟が駒
を引く場面、厩屋祈祷の猿回しなど、馬と猿の負う意味は大きい。近代に至るまで、雨乞いにはほ
とんどこの五種の動物が変わることなく捧げられている。これらの動物を持ち出している天武の指
導原理は何か。あらためて虚心に問い直されなければならない。
本書はたいへんな労作で投げかけている課題も大きい。現在における動物供犠の到達点を示すも
のである。評者はこの仕事をお引き受けして、何度も後悔した。資料を博捜し、精緻な分析を展開
している本書の書評など、矮小化以外に何もない。その点は著者にお許しいただきたい。
日本の動物供犠に関心のある方々にぜひ、本書のご一読をお薦めしたい。本書は不壊の書である。
追記：付編については枚数の関係上言及できなかった。既発表の論考に、本書所収に際して新たに増
補訂正されたいずれも動物供犠をテーマとするものである。これもご一読をお薦めしたい。
また本書には姉妹編として『捧げられる生命─沖縄の動物供犠』（原田信男･宮平盛晃･前城直子
の共著）がある。併読をお願いできれば幸いである。
